
マクロな研究とミクロな実践から人口
減少時代の都市のあり方を再考する

経済成長を前提とした資本主義的な都市構造が世界的に揺らぐ中で、人間を中心とした都市
のあり方が見直されつつあります。これまで軽視されてきたヒト・モノ・コトを貴重な地域
資源と捉え、現代社会や都市構造に応じて活用する姿勢が重要です。私の研究室では、理論
研究の基盤を欧州（特にスペインの地方都市）に、実践の場を長野市に置き、マクロとミク
ロの両輪を連動させた研究と設計を行っています。
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助教佐倉 弘祐

幼い頃から知らない都市を訪れることが大好きで、旅先
で出会う風景や街並みに強く惹かれてきました。大学生
になってからは、自分が訪れたことのある都市や建築物
が講義で取り上げられる機会が増え、その背後にあるデ
ザインや設計意図、歴史的文脈を学ぶ中で、建築や都市
に対する関心が一層深まりました。ただ眺めていた空間
の意味や価値を知ることで、都市の見え方が大きく変
わったことを今でも鮮明に覚えています。

価値観や働き方が変わる今、大
企業への就職だけが理想とは限
りません。大切なのは、どんな
状況でも柔軟に対応し、自分ら
しく豊かに生きる力を養うこと。
地域と世界を見渡す実践を通じ
て、その力を育てていきます。

理論研究にとどまらず、実際に課題
を抱える地域に入り込み、住民と協
働して建築や工作物を創ることを大
切にしています。そうした実践が住
民の主体性を引き出し、地域の活性
化につながる。そんな未来を思い描
きながら活動を続けています。

長野市内で展開する空き庭の有効活用を目的と
した実践型プロジェクト「まち畑プロジェク
ト」のイベント風景。

まち畑プロジェクト第３弾「ヤギのいる庭」の
設計提案が全国設計競技「 レビュー
年」で入賞！

研究から広がる未来

私の学問へのきっかけ 卒業後の未来像

画像を配置

画像を配置

を配置

顔写真を配置

研究キーワード 都市空間 ・ 地域資源 ・ デザイン ・ リノベーション ・ まちづくり

研 究 シーズ

共同研究・外部資金獲得実績

■株式会社シーンデザイン建築設計事務所との空き庭を利用し
た学生と地域住民の交流を図る「まち畑プロジェクト」

■株式会社あづみ野ビルディングと株式会社県設計との地方都
市の商業施設再生プロジェクト「 」

■龍谷大学地域公共人材・政策開発リサーチセンター学外研究
員

■欧州中都市における都市農業の戦略的意味に関する研究 （科
研費基盤 ）

■南欧諸都市市民ガーデンの包括・系統的研究および日本諸都
市への普及にむけて（科研費若手）

■近代化にともなう灌漑水路と都市拡張の関係についての地中
海都市比較研究（科研費新学術領域）

■長野市善光寺門前界隈の空き地の有効活用を目的とした、実
践型プロジェクト「まち畑プロジェクト」

■軽井沢の設計事務所「 」と協働の信州
土プロジェクト

■アルゼンチンのスラム地区を対象にしたデザインビルドによ
る環境改善プロジェクト

■スペイン地方都市を対象とした地域資源の再利用手法
■地中海沿岸都市の灌漑水路と都市構造に関係についての研究

最近の研究トピックス

年から長野市内で展開している、学生主体による地域住民との協働プ
ロジェクトが、 年度グッドデザイン賞を受賞しました。この取り組み
では、空き家や元空き家に付随する荒廃した庭＝「空き庭」を、コミュニ
ティガーデンとして活用しつつ、地域のニーズに応じた多目的空間「まち
畑」へと転用することで、「低未利用地型エリアリノベーション」の可能
性を実践的に探っています。
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